SOCK_CLT.EXE(ver0.80)

1. 動作環境

1.1. 動作環境及び開発環境

開発環境：

　開発マシン　IBM ThinkPad560

windowsNT4.0 + ServicePack 6

Visual C++ 6.0 + ServicePack 3

動作環境：TCP/IPが実装されているWINNDOWS上で動作します。

2. プログラムの操作説明

2.1. 操作方法（sock_clt.exe）

使用手順

１　接続する

     connectボタン。

２　接続が完了したら、ﾃﾞｰﾀを入力し送信する

（1） 送信するﾃﾞｰﾀを入力します。

（２）「send」ﾎﾞﾀﾝを押して、送信します。(リターンでは送信しません。)　　　

３　ﾃﾞｰﾀの受信について

（1） ﾃﾞｰﾀの受信は非同期で行われます。

４　送受信データをLOGﾌｧｲﾙに保存する

（１）「data_logging」ﾎﾞﾀﾝを押し、ﾌｧｲﾙに名前を付けて保存します。保存内容は

送受信ﾃﾞｰﾀ一覧と送受信時刻です。

６　切断する

（１）「disconnect」ﾎﾞﾀﾝを押し、サーバーとの通信を切断します。
７　自動実行処理について

　　　（１）「setting」 ボタンを押して、送信順がかかれているファイルを選択し、
　　　　　自動実行処理を行わせます。
　　　（２）「quit」ボタンを押すと現在実行中の自動実行処理を終了させます。
８，Pingについて

     Pingチェックボックスをonにしてconnectボタンを押します。

     簡易Ping情報が表示されます。
































































































































